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Netscapeのすべて
石川和也

今月はNetscape社が提供する各種サ

ーバーを紹介する。どのサーバーもイン

ストールや各種の設定がNetscape

Navigatorを使ってできるので、これま

でのフリーソフトと比べて格段に操作性

がよくなっている。

第2回サーバーとしてのNetscape

前回は、Netscape Navigatorについて紹

介した。原稿執筆時点では1.1 Beta3がリ

リースされていたが、その後、本誌発売日

直前の4月26日になって1.1Nが正式に公

開された。設定項目などはほとんど変更さ

れていないが、アクセス中の「N」マーク

の表示やTableの解釈の仕方などが若干変

更されたようだ。また、UNIX版において

の日本語対応は「future release」におい

て対応ということで、今回も見送られてし

まった。5月末には次期リリースが予定さ

れているようなので、こちらでサポートされ

ることを期待したい。

Netscape社の製品
Netscape社は、NCSAでMosaicを開発

していたMarc AndrissenらとSGIの元会長

であるJim Clarcが設立した会社である。そ

のため、「モザイクの商用版を開発している

会社」として有名になってしまった。はた

して彼らの目指すところはどこにあるのだ

ろうか？　その方向性について、彼らの製

品ラインナップから探ってみよう。

Netscape社の製品は、「ブラウザー」、

「サーバー」、「インターネットアプリケーシ

ョン」に大きく分けられる。それぞれのカ

テゴリーには、いくつかの製品が発表され

ている。
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ブラウザー

・Netscape Navigator

第１回で紹介した「Netscape Navigator」

は、いまや誰もが知っているWWWブラウ

ザーだ。Netscape社ではセキュリティ機能

の付加、パフォーマンスの向上、HTML3.0

（ドラフト）対応などさまざまな拡張をして

提供した。画面の左下には2つに割れた鍵

のアイコンがあり、セキュリティ機能を使

ったページへアクセスすると合体して１つ

の鍵にかわる。

サーバー

・Netscape Commerce Server

・Netscape Communications Server

・Netscape Proxy Server

・Netscape News Server

Netscape社では、セキュリティ機能をサ

ポートしたさまざまなサーバー製品を用意

している。NCSAやEITなどもSecure

HTTPと呼ばれるアプローチでセキュリティ

機能を備えたサーバーを提供しているが、

どちらの方法が標準となるかは今後の普及

にかかっている。せっかくのセキュリティ機

能も、データを提供する側のWWWサーバ

ーとブラウザーの両方で同じ機能をサポー

トしなければ宝の持ち腐れである。

インターネットアプリケーション

・Netscape IStore

・Netscape Community System

・Netscape Merchant System

・Netscape Publishing System

Commerce Serverと
Communications Server
それでは、各サーバー製品を見てみよ

う。Commerce Server およびCommuni-

cations Serverは、一般的に知られている

Web（HTTP）サーバーである。この２つ

の製品はこれまでNetsite（ネットサイト）

と呼ばれていたが、他の製品と名称を統一

するために、今回のバージョン（1.1）から

「Netscape XXXX Server」という名称に変

更された。

では、Commerce ServerとCommuni-

cations Serverが提供する機能について見

てみよう。この２つのサーバーの大きな違

いは、セキュリティ機能の有無である。

Commerce Serverが提供するセキュリティ

機能には、次にようなものがある。

暗号化：送信側がデータを暗号化して送

り出すことにより、復号の方法を知って

いる受信者以外がデータを盗聴すること

を防止する。

保全：受信側が受け取ったデータが、送

信者が送信したデータであることを保証

することにより、第三者がデータを改ざ

んすることを防止する。

認証：デジタルサイン（Digital signature）

などによって送信側および受信側が正し

いかどうかを確認する。ユーザー名やパ

aCommerce Serverインストール初期画面 aグラフィックインストール画面 aインストール設定内容の確認画面
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スワード、ドメイン名、IPアドレスなど

を認証のための手段として利用すること

ができる。

Secure Socket Layer

インターネット上で商業取引を行う場合

には、さまざまな機密の保持が要求される。

そのためにデータの暗号化や利用者の認証

といったセキュリティ機能が欠かせない。

Netscape社が提供している製品ではこれら

のセキュリティを重視しており、それを実

現するための手段としてSSL（Secure

Socket Layer）と呼ばれるAPIを規定して

いる。

SSLとはその名が示すとおり、HTTP、

FTP、NNTPなどのアプリケーションプロ

トコルとTCP/IPとの間に作られたセキュ

リティのための層であり、プロトコルに依

存しないセキュリティ環境を提供すること

を目的としている。アプリケーションが使

用するすべてのデータはSSLによって暗号

化されて通信が行われるために、確実なセ

キュリティが提供される。

プロトコルとしては、元のポート番号と

違う番号が割り当てられた別プロトコルと

して扱われる。

RSA Data Security方式

このSSLのセキュリティ機能は、RSA

Data Security方式を使用している。RSA

Data Security方式は公開鍵暗号方式

（public key cryptographic）と呼ばれる方

式を利用しており、データの暗号化および

保全、認証を提供することができる。

現在、米国以外では「40bit RC4」と呼

ばれる40bitのキーのみをサポートしたバー

ジョンが配布されているが、米国（および

カナダ）国内向けのバージョンは、よりセ

キュリティレベルの高い「128bit RC4」や

「64/192bit DES」もサポートしている（こ

れらは国防上などの理由から輸出が禁じら

れている）。

Commerce Serverでセキュリティ機能を

使用するためには、CA（Certification

Authority）と呼ばれる独立した信頼ので

きる第三者からRSAの公開鍵と秘密鍵の

ペアを生成するために必要な認証キー

（certificate key）を得る必要がある。現在

はRSA Certificate Servicesがこの作業を行

っている。公開鍵と以下の項目をCAに対

して送付すると、認証キーが得られる。

・国名

２文字の国コード

・州（または地方）

日本では都道府県を指定する

・所属

会社名や組織の正式名称

・サーバー名

サーバーの正式ドメイン名

GUIベースの機能設定
セキュリティ機能以外は、Commerce

ServerとCommunications Serverはまった

く同等に動作する。つまり、Commerce

Serverはセキュリティを持たず、誰でもア

クセスのできるWebページを提供すること

も可能である。

それでは、セキュリティ以外の機能につ

いて、他のWebサーバーとの違いを見てみ

よう。

インストール／コンフィギュレーション

サーバーのインストールやさまざまなコン

フィギュレーションファイルの設定は非常

aユーザー確認画面

aインストール実行の最終確認画面

aインストールが成功したときの画面 aアドミニストレーションメニューの画面
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aRSAのセキュリティリクエストシートaアドミニストレーションメニューで設定が可能な
項目

ワークステーションにしか対応していなか

ったが、Netscape Commerce Server 1.1

からはWindows NTにも対応している。こ

れにより、より手軽にWWWを使った情報

公開ができるようになった。

Netscape News Server
NetNewsシステムはUSENETという名

称でUUCPネットワークの時代から利用さ

れてきたが、現在のインターネットではお

もにNNTP（Network News Transport

Protocol）によって記事が配送されている。

NetNewsは広く使われているにもかかわ

らず、標準で提供されているシステムがほ

とんどない。そのために他のインターネッ

トアプリケーションと同様に、ユーザーは

に頭 の痛 い作 業 である。 そこで

「Commerce/Communications Server」で

は、Netscape Navigatorを使用してGUIベ

ースでインストールするようになっている。

管理者はインストールだからといってとく

に身構える必要はなく、ネットサーフィン

をしている感覚でインストールできる。

また、インストール後にアクセスコント

ロール情報などのさまざまな設定変更、サ

ーバーの動作状態チェック、アクセスログ

の監視などもNetscape Navigatorの画面か

ら行うことができるようになっている。サ

ーバーのアクセスログやエラーログ自体は

NCSA版やCERN版と同様のフォーマット

で作成されるが、「C o m m e r c e /

Communications Server」ではこれらのロ

グを分析するためのツールも付属している。

NSAPI（Netscape Server API）

Webサーバーとデータベースなどの既存

システムを連携させるための手段として、

これまでは CGI（ Common Gateway

Internface）が用いられてきた。しかし、

CGIは別プロセスとして起動されるために、

データベースなどのようにCGIを通じてアク

セスが頻繁に行われる場合にはシステム全体

のパフォーマンス低下を招くことがある。

これに対してNSAPIを使って作成する

と、モジュールがダイナミックリンクによっ

て必要な機能を取り込むために、CGIと比

較して効率のよいシステムを構築すること

ができる。ただし、CGIがshellやperlのス

クリプトのように実行可能なコマンドのす

べてを利用できるのに対し、NSAPIではC

およびC++で作成されたモジュールしか取

り込むことができない。

他のプラットホームへの対応

Netsiteでは、SunをはじめとするUNIX
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NetNewsを配送するシステムをどこからか

入手してインストールしなければならない。

フリーなサーバーとしては、C-Newsや

INNが有名であるが、NetNewsシステムを

インストールしたり運用したりするために

は、さまざまなノウハウが要求される。

Netscape News Serverはこれらの垣根を

取り去らないまでも、多くの人々が越えら

れるだけの高さにしてくれる。まずインス

トールは「Commerce/Communications

Server」と同様に、Netscape Navigatorを

使ってGUIベースで行うので、難解な

UNIXコマンドを駆使して多種のファイル

を設定する必要がない。また、このサーバ

ーにおいてもSSLによるセキュリティ機能

が実現されている。そのために、特定のユ

ーザーにのみ限定したニュースグループを

開設することも可能になる。また、ニュー

スを読み書きするクライアントとサーバー

との間で転送されるデータを暗号化するこ

とも可能なため、盗聴される恐れが少ない。

さらに、MIMEも当然サポートされている

ので動画などのマルチメディア情報や日本

語情報も取り扱うことができる。

Netscape Proxy Server
Netscape Proxy Serverはネットワークパ

フォーマンスとセキュリティ機能を提供す

るためのサーバーである。Proxy（代理）

という名前が示すように、実際にデータを

提供しているサーバーに代わってクライア

ントからのリクエストに対応する。

Proxy Serverは、参照されたデータをキ

ャッシュすることにより、よくアクセスされ

るデータが再ロードされるのを省いてネッ

トワークに対する負荷を軽減させる。この

サーバーをインターネットへのゲートウェイ

部分に配置すると、社外に対するネットワ

ークトラフィックを軽減させることが可能

となる（ある調査では65%ものトラフィッ

クがキャッシュにヒットしたとのことだ）。

Netscape Proxy Serverでは、HTTP、

Gopher、FTP、SSL（HTTPS、SNEWS）

などさまざまなプロトコルでアクセスされた

データをキャッシュできるので、限られた

資源であるネットワークバンド幅をより有

効に活用できるようになる。また、階層的

なキャッシュメカニズムを提供することも

できるため、Netscape Proxy Serverを多段

的に配置し、サブネット間でのネットワーク

トラフィックを低減させることもできる。

またNetscape Proxy Serverは、社内ネ

a一般的なサーバーのコンフィギュレーション項目画aセキュリティ関連の各種設定画面
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ットワークからインターネットへアクセスす

る場合の代理として機能させることも可能

である。社内ネットワークへの不正侵入を

防ぐ「ファイアウォール」と共存して、よ

り強固なセキュリティを提供する。

NetscapeではSSLによって転送されるデ

ータのセキュリティを確保しているが、

Netscape社以外のすべてのWWWサーバ

ーやNetNewsサーバーがこの機能をサポー

トしているわけではない。そこでNetscape

Proxy ServerではNetscape Navigatorのよ

うにSSLをサポートしているクライアントか

らのアクセスを転送させるほかに、SSLを

サポートしていないクライアントやサーバー

へのアクセスをSSLによるセキュリティのあ

るアクセスとすることも可能にしている。ま

た、ホスト名やIPアドレスでのパケットの

スクリーニングによってアクセスを制御し

たり、アクセスログを記録することによりト

ラフィックを監視したりすることもできる。

Netscape Proxy Serverのインストールや

設定の変更は、もちろんNe t s c a p e

Navigatorによって行える。

次回はここに紹介した製品を「パーツ」

として利用し、新たな「パーツ」を付加し

た「インターネットアプリケーション」と

呼ばれるさらなる商業取引のための環境に

ついて紹介しようと思う。

Netscapeのすべて

インターネット 

Proxy
キャッシュ 

Proxy
Server

ファイアウォール Proxy
キャッシュ 

Proxy
Server

Netscape Navigatorクライアント 

クライアント クライアント 

aNetscape Proxy Serverを使ったネットワークのトポロジー例

Application LayerWWW Navigators
and Servers

HTTP

Other
applications

Other ProtocolsNNTP

Secure Socket Layer (SSL)

TCP/IP Network Layer

aSSLプロトコル

UNIX

Vendor Architecture Operating System Memory Requirements

DEC Alpha OSF/1 2.0 32MB

HP PA HP-UX 9.03, 9.04 32MB

IBM RS/6000 AIX 3.2.5, 4.1 32MB

SGI MIPS IRIX 5.2, 5.3 32MB

Sun SPARC SunOS 4.1.3, Solaris 2.3, 2.4 32MB

Intel 386, 486, Pentium BSDI 1.1, 2.0 32MB

Winodws NT

DEC Alpha NT 3.5 16MB

Intel 386, 486, Pentium NT 3.5 32MB

Running Netscape Commerce Server requires a connection to a TCP/IP-based network.

aサポートされているプラットフォーム

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



 

Copyright © 1994-2007 Impress R&D, an Impress Group company. All rights reserved. 

［インターネットマガジン バックナンバーアーカイブ］ ご利用上の注意 

 

この PDF ファイルは、株式会社インプレス R&D（株式会社インプレスから分割）が 1994 年～2006 年まで

発行した月刊誌『インターネットマガジン』の誌面を PDF 化し、「インターネットマガジン バックナンバー

アーカイブ」として以下のウェブサイト「All-in-One INTERNET magazine 2.0」で公開しているものです。 

 

http://i.impressRD.jp/bn 

 

このファイルをご利用いただくにあたり、下記の注意事項を必ずお読みください。 

 

 記載されている内容（技術解説、URL、団体・企業名、商品名、価格、プレゼント募集、アンケートなど）は発行当

時のものです。 

 収録されている内容は著作権法上の保護を受けています。著作権はそれぞれの記事の著作者（執筆者、写真

の撮影者、イラストの作成者、編集部など）が保持しています。 

 著作者から許諾が得られなかった著作物は収録されていない場合があります。 

 このファイルやその内容を改変したり、商用を目的として再利用することはできません。あくまで個人や企業の

非商用利用での閲覧、複製、送信に限られます。 

 収録されている内容を何らかの媒体に引用としてご利用する際は、出典として媒体名および月号、該当ページ

番号、発行元（株式会社インプレス R&D）、コピーライトなどの情報をご明記ください。 

 オリジナルの雑誌の発行時点では、株式会社インプレス R&D（当時は株式会社インプレス）と著作権者は内容

が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 

 

 

 

 このファイルに関するお問い合わせ先 

 

All-in-One INTERNET magazine 編集部 

im-info@impress.co.jp 


